
番号： 建築物①-01 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

歩道上から建物の出入口の
視覚障害者誘導用ブロック
の間を整備。

1 箇所 ✓
道路事業者との調整に向けて検
討中。

2 上下移動

中央階段１階の地階への階
段上部に視覚障害者誘導用
ブロックを整備。

1 箇所 ✓
規格品を設置基準に従って施工
する。

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要な情報を的確に伝えら
れるよう提供の方法につい
て調査・検討。

2 箇所 ✓
情報提供の方法の検討とともに
来庁者には入口に警備員を配置
し人的対応をする。

4
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各階に筆談用具を設置し案
内表示と合わせ整備。

4 箇所 設置スペースを検討中。

5
案内設備・
情報のバリ
アフリー

エレベーターは対策済み、
その他の部分ついて点字案
内を整備。

1 棟 ✓ 点字案内の設置を検討中。

6
案内設備・
情報のバリ
アフリー

入口にトイレへの位置がわ
かる触知案内図を整備。

1 箇所 ✓
触知案内板は適切なサイズとす
る。当面は警備員を配置し人的
対応をする。

7 その他設備
貸出用車いすは設置済み、
ベビーカーの設置と案内表
示を整備。

1 箇所 ✓
ベビーカーの設置スペースと案
内表示を検討中。

8
人的対応・
こころのバ
リアフリー

相手の気持ちに配慮したコ
ミュニケーションを習得。

＿ ＿ ✓
職員が手本となって警備員や清
掃などの委託業者にも心のバリ
アフリーを啓発する。

9
人的対応・
こころのバ
リアフリー

絵記号やシンボルマークの
表示を整備。

＿ ＿ ✓
日頃から施設内を整理整頓し、誘導
用ブロックの上や通路に物を置かな
い等職員間で啓発する。

ハード事業の実施については、事業実施の前年度に予算調整のもと調達を行います。

点字案内の設置・更新（案内板・スロープ・階段の
手すり･トイレ・エレベーター等）

トイレへの触知案内図の設置

貸出用車いすやベビーカーの設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

事業内容

段差の解消及び歩道上から出入口、建物内の案内施
設まで連続した視覚障害者誘導用ブロックの設置
（道路管理者と連携）

視覚障害者誘導用ブロックの設置
（1 階から地下への階段上部への警告ブロック設
置）

パンフレットやＷＥＢ等による施設の利用や
バリアフリー関連情報等の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

北区役所滝野川分庁舎は、北区立の中学校であった建物をバリアフリーに配慮して改築し、平成27 年から庁舎として
使用している施設である。今後は、庁舎として運用していく中で、バリアフリーへの配慮が不十分な点が出てくれ
ば、可能なところから改善していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川2-52-10

２．事業主体 すべて 北区　総務部　総務課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 北区役所滝野川分庁舎・北区立教育相談所・いじめ110 番・教育未来館・就学相談室

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物①-02 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

2 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

3 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

4 上下移動

既設鏡に加え、浮彫表示ボ
タン・音声案内設置検討す
る。

必要 箇所 施設の移設や将来計画

5 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 トイレ

既設可動手すりに加え、オ
ストメイト・大型ベッド設
置検討する。

必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画一般トイレへの機能分散

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

階段始終点への適切な視覚障害者誘導用ブロックの
設置

多機能トイレの扉の改修（1階・地下1階）

多機能トイレへの大型ベッドの設置

引きヒモ付の呼び出しボタンの設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

エレベーターへの浮彫表示ボタンや音声案内の設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

視覚障害者誘導用ブロックの改修
（ＪＩＳ規格適合・輝度比の確保・歩道から出入
口、敷地内通路、階段付近等への適切な配置）

視覚障害者誘導用ブロックの改修
（不要なブロックの撤去、ＪＩＳ規格適合、輝度比
の確保）

階段手すりの改修（1段→2段・連続設置）及び段鼻
の強調

現在、建物内にエレベーターや車いす使用者用トイレは設置済みである。ハード整備については大規模改修等の際に
実施し、今後はソフト事業を中心に推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ヶ原1-23-3

２．事業主体 すべて
北区　地域振興部　地域振興課
北区　区民部　戸籍住民課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川区民事務所・西ケ原東地域振興室・滝野川会館・滝野川図書館・滝野川文化センター

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



10 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

11 トイレ

既設多機能トイレに加え、
一般トイレにも非常呼び出
しボタンの設置を検討す
る

必要 箇所 施設の移設や将来計画

12 トイレ

既設ベビーチェアに加え、
オストメイトの設置を検討
する。

必要 箇所 施設の移設や将来計画

13 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

14
案内設備・
情報のバリ
アフリー

既設表示に加え、点字案内
の設置を検討する。 必要 箇所 施設の移設や将来計画

15
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

16
案内設備・
情報のバリ
アフリー

１階の触知案内図を車いす
使用者や視覚障害者が利用
しやすい高さへ移設する。

必要 箇所 施設の移設や将来計画

17
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

18
案内設備・
情報のバリ
アフリー

音声案内の設置を検討す
る。 必要 箇所 施設の移設や将来計画

19
案内設備・
情報のバリ
アフリー

案内の設置を検討する。

必要 箇所 施設の移設や将来計画

20 その他設備

車いすに加え、ベビーカー
の貸出を検討する。 必要 箇所 施設の移設や将来計画

21 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

22 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

23 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

24 その他設備

総窓口数５のうち、ローカ
ウンターを1台設置 1 台

車いす使用者等による資源回収ボックス利用への配
慮

（滝野川区民事務所）
車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

水飲み場の子ども用の台の改修

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

フラッシュライト等の設置

点字案内の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

触知案内図の設置

耳マーク等の設置

トイレ出入口への音声案内の設置

図書館への誘導サインの設置

ベビーカーの貸出及び案内表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

和式便房の洋式化



25 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

26
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

27
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

子どもコーナーの十分な幅員の確保

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法



番号： 建築物①-03 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 全体 必要 箇所 施設の移設や将来計画

2
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

3
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

4 建物内通路 ― ― ✓

5 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

水飲み場に子ども用の台の設置

視覚障害者誘導用ブロックの改修
（ＪＩＳ規格適合、輝度比の確保）

適切な照度の確保

エレベーターへの浮彫表示ボタンや音声案内の設置

スロープ部分の始終点の強調

事業内容

大規模改修にあわせた移動等円滑化基準に適合した
施設への改修

西側出入口の段差の解消及び正面出入口への案内表
示の設置

視覚障害者誘導用ブロックの改修
（ＪＩＳ規格適合、輝度比の確保）

図書館の通路は物や設備などで狭くならないよう配
慮（120cm以上）

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
現在、建物内にエレベーターや多機能トイレは設置済みである。今後は軽微な改修及びソフト事業を中心にバリアフ
リー化を推進していく。また、滝野川西分室は平成30年10月1日付で廃止の方向である。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川6-21-25

２．事業主体 すべて
北区　地域振興部　地域振興課
北区　区民部　戸籍住民課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて
滝野川西分室・滝野川西区民センター(滝野川西ふれあい館) ・滝野川西地域振興室・滝野川西児童館・滝野川西育成
室・滝野川西図書館・滝野川西エコー広場館・北区障害者口腔保健センター・北区休日歯科応急診療所・滝野川西高
齢者在宅サービスセンター

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



10 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

11 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

12 トイレ

既設可動手すりに加え、オ
ストメイト・大型ベッド設
置検討する。

必要 箇所 施設の移設や将来計画

13 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

14 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

15 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

16 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

17 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

18 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

19
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

20
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

21
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

22
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

23
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

24
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

1階多機能トイレの手すりの改修

和式便房の洋式化

点字案内の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

触知案内図の設置位置の改善

耳マーク等の設置

各階の案内図の改善

屋外の案内の改修

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

エレベーター乗降ロビーの昇降方向の表示の改善及
び音声案内の設置

多機能トイレへの大型ベッドの設置

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

一般トイレへの機能分散

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置



25 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

26 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

27 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

28 その他設備 必要 箇所
（滝野川西分室）平成30年9月
30日業務終了のため実施しない

29
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

30
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

職員による情報交換及び案内やサポートなどの対応
の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

車いす使用者が利用しやすいカウンターや記入台の
設置

ベビーカーの貸出及び案内表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

十分な広さのベビーカー置場の確保



番号： 建築物①-04 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

2
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

3
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

4
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

5 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

10 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

十分な幅員の確保（大規模改修時）

スロープの設置

階段手すりの改修（1段→2段）

エレベーターの設置

適切な照度の確保

車いす使用者が円滑に利用できるトイレの設置

事業内容

歩道上から建物内の案内施設まで連続した
視覚障害者誘導用ブロックの設置

（児童室出入口）自動ドアへの改修

常時車いすが通行できる幅員の確保

（児童室出入口）スロープの設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
移動等円滑化基準に適合しておらず、エレベーターや車いす使用者用トイレなどは設置されていない状況である。大
規模改修等が行われるまでは軽微な改修やソフト事業を中心に推進する。また、東田端分室は平成30年9月30日付で廃
止。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 東田端1-12-14

２．事業主体 すべて
北区　地域振興部　地域振興課
北区　区民部　戸籍住民課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 東田端児童室・東田端地域振興室

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

12 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

13 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

14 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

15 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

16 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

17
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

18
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

19
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

20
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

21
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 施設の移設や将来計画

22
駐車場・駐
輪場

― ― ✓

23 その他設備 必要 箇所
（東田端分室）平成30年9月30
日業務終了のため実施しない

24 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

25 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

点字案内の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

出入口やトイレへの音声案内及び触知案内図の設置

耳マーク等の設置

車いす使用者用駐車施設の設置

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

車いす使用者が利用しやすいカウンターの設置

ベビーカーの貸出及び案内表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

非常呼び出しボタンの設置

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

一般トイレへの機能分散

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

低い位置への荷物台等の設置

フラッシュライト等の設置



26 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

27
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

28
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓ 施設の移設や将来計画

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

利用状況に応じたベビーカー置場の拡大

職員による情報交換及び案内やサポートなどの対応
の充実



番号： 建築物①-05 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

2 建物内通路 ― ― ✓

3 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

4 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

5 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

10 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

一般トイレへの手すりの設置

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

多機能トイレへの大型ベッドの設置

多機能トイレの各フロアへの設置

多機能トイレの手すりの改修

一般トイレへの機能分散

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

エレベーターへの浮彫表示ボタンや音声案内の設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

段差・勾配の解消及び歩道上から出入口案内施設ま
で連続した視覚障害者誘導用ブロックの設置

視覚障害者誘導用ブロック上に物を置かないよう配
慮

階段手すりの改修（1段→2段）

現在、建物内にエレベーターや車いす使用者用トイレは設置済みである。今後は軽微な改修及びソフト事業を中心に
バリアフリー化を推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 昭和町3-10-7

２．事業主体 すべて 北区　地域振興部　地域振興課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 昭和町区民センター(昭和町ふれあい館)・昭和町地域振興室・昭和町図書館

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

12 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

13 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

14
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

15
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

16
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

17
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

18
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

19 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

20 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

21
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

22
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置

点字案内の設置

パンフレットやＷＥＢ等による施設のバリアフリー
関連情報の提供

トイレの触知案内図の設置

耳マーク等の設置

施設出入口への音声案内の設置

ベビーカーの貸出及び案内表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

職員による案内やサポートなどの対応の充実



番号： 建築物①-06 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

2 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

3 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

4 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

5 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

10
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

点字案内の設置

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

一般トイレへの機能分散

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

多機能トイレへの大型ベッドの設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

歩道上から建物内の案内施設まで連続した視覚障害
者誘導用ブロックの設置

階段手すりの改修（1段→2段）

エレベーターへの浮彫表示ボタンや音声案内の設置

現在、建物内にエレベーターや車いす使用者用トイレは設置済みである。今後は軽微な改修及びソフト事業を中心に
バリアフリー化を推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端3-16-2

２．事業主体 すべて 北区　地域振興部　地域振興課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 田端区民センター(田端ふれあい館)・田端地域振興室・田端図書館

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

12
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

13
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

14 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

15 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

16
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

17
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

パンフレットやＷＥＢ等による施設のバリアフリー
関連情報の提供

トイレの触知案内図の設置

耳マーク等の設置

ベビーカーの貸出及び案内の表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物①-07 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

2 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

3 建物内通路 ― ―

4 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

5 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

10 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

多機能トイレの移乗しやすい高さの便器への改修

一般トイレへの機能分散

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

エレベーターへの浮彫表示ボタンや音声案内の設置

多機能トイレへの大型ベッドの設置

多機能トイレの扉の改修

多機能トイレの十分な広さの確保

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

階段手すりの改修（1段→2段）及び点字表示

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

歩道上から案内施設まで連続した視覚障害者誘導用
ブロックの設置

不要な視覚障害者誘導用ブロックの撤去及びブロッ
ク上に物を置かないよう配慮

手すりの下部に物を置かないよう配慮

現在、建物内にエレベーターや車いす使用者用トイレは設置済みである。今後は軽微な改修及びソフト事業を中心に
バリアフリー化を推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川1-46-7

２．事業主体 すべて 北区　地域振興部　地域振興課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川東区民センター(滝野川東ふれあい館)・滝野川東地域振興室・滝野川老人いこいの家・滝野川東デイホーム・滝

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

12 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

13 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

14 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

15
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

16
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

17
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

18
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

19
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

20
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

21
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 施設の移設や将来計画

22 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

23 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

24
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

25
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

電光表示や呼び出し受信機の導入

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

ベビーカーの貸出及び案内表示

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置

点字案内の設置

パンフレットやＷＥＢ等による施設のバリアフリー
関連情報の提供

トイレの触知案内図の設置

耳マーク等の設置

視覚障害者誘導用ブロック設備（磁気振動システ
ム）の見直し及び説明表示の改善

視覚障害者誘導用ブロックの配置と案内表示の整合

車いすの乗降がしやすい位置への車いす使用者用駐
車施設の配置



26
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ―

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

電話等でも対応可能な貸し会議室の予約システムの
導入

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法



番号： 建築物①-08 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

2
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所

3 建物内通路 必要 箇所 施設の移設や将来計画

4 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

5 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

10 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

一般トイレの便房の増設

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

多機能トイレの車いす使用者が届く位置への紙巻器
の設置

一般トイレへの機能分散

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

和式便房の洋式化

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

多機能トイレへの大型ベッドの設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

歩道上から建物内の案内施設まで連続した視覚障害
者誘導用ブロックの設置

視覚障害者誘導用ブロックを避けたマットの敷設

待合室の十分な広さの確保

１階建ての施設であり、車いす使用者用トイレは設置されている。今後は軽微な改修及びソフト事業を中心にバリア
フリー化を推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 東田端2-20-51

２．事業主体 すべて 北区　地域振興部　地域振興課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 東田端ふれあい館

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

12 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

13
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

14
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

15
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

16
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

17
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 施設の移設や将来計画

18
駐車場・駐
輪場

― ― ✓

19 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

20 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

21 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

22 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

23 その他設備 必要 箇所

24 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

25
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

低いカウンター上の不要物の撤去

和室出入口へのスロープ設置

職員による案内やサポートなどの対応の充実

受付カウンターの改修

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置

点字案内の設置

パンフレットやＷＥＢ等による施設のバリアフリー
関連情報の提供

トイレの触知案内図の設置

耳マーク等の設置

駐輪スペースの明示

利用者などの駐輪が出入口や通路、
視覚障害者誘導用ブロックなどを遮らないよう配慮

ベビーカーの貸出及び案内表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

授乳室やおむつ交換台の設置



26
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法



番号： 建築物②-01 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
人的対応・
こころのバ
リアフリー

新入職員のオリエンテー
ションやｅラーニングによ
る職員の意識向上、勉強会
を開催している。

1 回/月 ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
高齢者施設として基本的なバリアフリー化は図られている。全フロアで概ね有効幅が確保されている。視覚障害者誘
導用ブロックも劣化などは見られていないため引き続き現時点での対応を行う。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端3-18-24

２．事業主体 すべて 医療法人社団 福寿会

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川はくちょう高齢者あんしんセンター・介護老人保健施設はくちょう

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物②-02 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

実施箇所は別紙図面参照

1 箇所
大規模改修を実施する時に検討
する予定

2 建物内通路

実施箇所は別紙図面参照

1 箇所
大規模改修を実施する時に検討
する予定

3 上下移動

実施箇所は別紙図面参照

25 箇所
大規模改修を実施する時に検討
する予定

4 トイレ

実施箇所は別紙図面参照

20 箇所
大規模改修を実施する時に検討
する予定

5 トイレ

実施箇所は別紙図面参照

20 箇所
大規模改修を実施する時に検討
する予定

6 トイレ

実施箇所は別紙図面参照

20 箇所
大規模改修を実施する時に検討
する予定

7 トイレ

実施箇所は別紙図面参照

20 箇所
大規模改修を実施する時に検討
する予定

8
案内設備・
情報のバリ
アフリー

実施箇所は別紙図面参照

4 箇所
大規模改修を実施する時に検討する予定。設置場
所に関しては、現行看板と同じ箇所とＪＲ尾久駅
地下道入口付近にも設置したい。

9
案内設備・
情報のバリ
アフリー

パンフレットに写真等を掲
載する。 必要 箇所

大規模改修を実施する時に検討
する予定

10
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報等の提供

音声案内や触知案内図の設置の検討

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

低い位置への荷物台の設置

フラッシュライト等の設置

案内図やわかりやすい案内表示の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

歩道上から出入口まで連続した視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置（道路管理者と連携）

スロープの設置

階段への２段手すりの連続設置及び段鼻の強調

高齢者施設としてエレベーターや車いす使用者用トイレなど基本的なバリアフリー化は図られているが、築後25年が
経過し、現在の移動等円滑化基準に照らして施設の課題も少なくないと認識している。時期等は未定だが、配慮事項
を踏まえ、施設の大規模改修の際に改善に取り組む。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 上中里2-45-2

２．事業主体 すべて 社会福祉法人 北区社会福祉事業団

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 上中里つつじ荘高齢者あんしんセンター・特別養護老人ホーム上中里つつじ荘・上中里つつじ荘高齢者在宅サービスセ

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 その他設備

設置場所は別紙図面参照

3 台

12
人的対応・
こころのバ
リアフリー

実施箇所は別紙図面参照

1 箇所

13
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

出入口から受付まで視覚障害者誘導用ブロックの設
置及び職員による案内対応

職員による案内やサポートなどの対応の充実

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物②-03 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

メインエントランスでの案
内表示を検討。 1 箇所 ✓

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

年内予定しているホーム
ページのリニューアル時に
情報掲載を検討。

― ― ✓

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

設置可能か検討。

必要 箇所 ✓

4
案内設備・
情報のバリ
アフリー

筆談プレート2枚を設置。
案内表示は無。 2 箇所 ✓ 今後、案内表示を掲示する。

5 その他設備

貸出用車いす3台設置。
「車いす無料貸出」のポス
ターを掲示済。

3 台

6
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼や内部研修の際に高齢
者、障害者の方への接し方
等通常教育している。

― ― ✓

7
人的対応・
こころのバ
リアフリー

ご家族面会時や家族会等で
周知させている。 ― ― ✓

貸出用の車いすやベビーカーの設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

案内図やわかりやすい案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

音声案内や触知案内図の設置

筆談用具の設置及び案内の表示

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

高齢者と障害者の複合施設であり、ハード面での基本設計はバリアフリーに配慮したものとなっている。主だった設
備は備えているが、一部、案内表示や音声案内、筆談用具等、未整備のものがある。今後、多様な利用者に対応でき
るよう検討していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原4-51-1

２．事業主体 すべて 社会福祉法人 晴山会

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 飛鳥晴山苑高齢者あんしんセンター・特別養護老人ホーム飛鳥晴山苑・就労・生活支援センター飛鳥晴山苑

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物②-04 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
避難経路図を設置し、多目的ト
イレ等の案内をする。

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓
パンフレットの増刷時に検討す
る。

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

受付に耳マークの設置を行
い筆談用具も設置する。 1 台 平成３０年９月より開始。

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓
視覚障害の方が来苑の際、声掛
けをして目的の場所まで案内し
ている。

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

わかりやすい案内表示の設置

パンフレットによる施設のバリアフリー関連情報の
提供

耳マークの設置

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
高齢者施設として基本的なバリアフリー化は図られている。今後は案内表示や人的対応に関する事業を推進してい
く。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端新町2-27-16

２．事業主体 すべて 社会福祉法人 泉陽会

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 新町光陽苑高齢者あんしんセンター・特別養護老人ホーム新町光陽苑

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物②-05 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 トイレ 必要 箇所 その都度検討を進める。

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所

認知、障害、病気をされた方々が入所し、治療及
び療養する施設であり、面会を促す施設ではな
い。また、窓口は職員から見やすい位置に設置さ
れているため、障害のある方は、その都度対応で
きる。

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所

筆談用具を設置するスペースは無く、窓口は職員
から見やすい位置に設置されているため、筆談の
必要な方は、その都度、筆記用具とメモを用意
し、対応できる。

4 その他設備 必要 箇所

オムツ交換台は通所区画に設置してある。感染症
の入所者もあるため、感染症予防のため、乳幼児
の面会を推奨していないため授乳室は設置の予定
はない。

１．施設名、路線名 すべて 介護老人保健施設リハビリパーク滝野川

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容

２．事業主体 すべて 医療法人 杏林会

３．事業区間 道路管理者 ―

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川6-13-13

筆談用具の設置及び案内の表示

授乳室やおむつ交換台、ベンチの設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
高齢者施設として平成24年に建設されており、基本的なバリアフリー化は図られている。今のところ特に劣化してい
るところは見られていないが、今後とも改修時には見直しを図っていく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など事業内容

フラッシュライト等の設置

音声案内や触知案内図の設置

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

老人保健施設で感染が広まった場合、家族の面会を停止することで、急速に感染がおさまることから、面会者が菌や
ウイルスを持ち込む可能性が非常に高く、面会者が少ないほど、入居者の安全が守られる現状を考慮していただきた
くお願い申し上げます。



番号： 建築物⑤-01 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

来客者への窓口となる経営
企画室の入り口付近に耳
マークを設置する。

1 個 筆談対応を行う旨表示

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

教職員への指導・啓発

― ― ✓
教職員間での打合せや会議等を
通じ、バリアフリー等について
の意識共有を図る。

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

教職員への指導・啓発

― ― ✓
教職員間での打合せや会議等を
通じ、マナー等についての意識
共有を図る。

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

耳マーク等の設置

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
当校の校舎は、都立学校の中ではバリアフリー化が進んでいる校舎であり、エレベーター、多機能トイレ及び視覚障
害者誘導用ブロック等が設置されている。今後も人的対応・心のバリアフリーを継続していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川3-54-7

２．事業主体 すべて 東京都教育委員会

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 王子総合高等学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-02 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

段差の解消はスロープを設
置 必要 箇所

2 上下移動

校舎全体の階段

必要 箇所 材質、色彩等を検討中

3 トイレ

1階トイレの一部を改修

1 箇所
利用対象者の来校頻度が少ない
ため、1箇所のみ設置予定。

4 トイレ

1階トイレの一部を改修

1 箇所
利用対象者の来校頻度が少ない
ため、1箇所のみ設置予定。

5 トイレ

1階トイレの一部を改修

1 箇所
利用対象者の来校頻度が少ない
ため、1箇所のみ設置予定。

6 トイレ

1階トイレの一部を改修

1 箇所
利用対象者の来校頻度が少ない
ため、1箇所のみ設置予定。

7 トイレ

1階トイレの一部を改修

1 箇所
利用対象者の来校頻度が少ない
ため、1箇所のみ設置予定。

8 トイレ

1階トイレの一部を改修

1 箇所
利用対象者の来校頻度が少ない
ため、1箇所のみ設置予定。

9
案内設備・
情報のバリ
アフリー

事務室受付に設置

1 箇所 検討中

10
案内設備・
情報のバリ
アフリー

学校案内パンフレットに掲
載 1 箇所 検討中

案内図や案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

低い位置への荷物台の設置

フラッシュライトの設置

非常呼び出しボタンの設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

段差の解消及び歩道上から建物内の案内施設まで連
続した視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理
者と連携）

階段の段鼻の強調

車いす使用者が円滑に利用できるトイレの設置

基本的なバリアフリー整備はされておらず、エレベーターや車いす使用者用トイレは設置されていない。今後は近隣
の学校の動向も踏まえながら、バリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 栄町35-4

２．事業主体 すべて 学校法人　安部学院高等学校

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 安部学院高等学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
案内設備・
情報のバリ
アフリー

階段、トイレ等に設置

必要 箇所 検討中

12
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 検討中

13
人的対応・
こころのバ
リアフリー

必要 箇所

14
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員の教育

― ― ✓

15
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員の教育

― ― ✓

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

音声案内や触知案内図の設置

筆談用具及び耳マークの設置

視覚障害者誘導用ブロックの設置及び職員の対応に
よる連続的な誘導への配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法



番号： 建築物⑤-03 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 建物内通路

各建物間の段差にスロープ
を設置する。 必要 箇所 ✓ 設置可能な場所を検討する。

2 上下移動

現状の段鼻にすべり止めが
あるが、より強調したもの
を取り付ける。

必要 箇所 ✓
段鼻の色の協調を検討する。
手すりは片側に設置済。

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

事務室受付前に案内の表示
を設置する。 1 箇所 案内表示を設置済。

4 その他設備

事務室受付前にテーブルを
設置する。 1 箇所

車いすで利用できるテーブルを
設置済。

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

個々の障害に配慮した丁寧
な対応を心掛ける。 ― ― ✓ 必要に応じ継続実施中。

6
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓ 必要に応じ継続実施中。

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

スロープの設置

階段の両側への２段手すりの連続的な設置及び段鼻
の強調

筆談用具の設置及び案内の表示

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
一部の施設でエレベーターや車いす使用者用トイレの整備などバリアフリー化が図られている。学校施設であり、不
特定多数の利用は無いことを踏まえて必要な対応を行っていく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川1-51-12

２．事業主体 すべて 学校法人 桜丘

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 桜丘中学・高等学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-04 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 準備中

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓ 準備中

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓ 準備中

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

主要な出入口（事務局・２号館・４号館・図書館）は自動ドアとなっている。図書館の門から出入口は段差があるた
め、スロープを設置して段差を解消している。２号館１階職員室の前に車いす使用者が円滑に利用できるトイレを１
ブース設置している。今後、現時点では校舎改築の予定がなく、また、構造面、費用面からもハード面でのバリアフ
リー化は困難であるため、長期的に人的対応及びこころのバリアフリー化を推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ヶ原4-56-20

２．事業主体 すべて 学校法人　武蔵野学院

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 武蔵野中学高等学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-05 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
急傾斜地に建つ古い校舎群のた
め、大規模な改築等を行うまで
困難。

2 建物内通路 必要 箇所
分立するすべての校舎に設置は
大変困難。

3 上下移動 必要 箇所
上記と同様であり、分立するす
べての校舎に設置は大変困難。

4 上下移動 必要 箇所
上記と同様であり、分立するす
べての校舎に設置は大変困難。

5 上下移動 必要 箇所
上記と同様であり、分立するす
べての校舎に設置は大変困難。

6 トイレ 必要 箇所 大規模な改築までは、対応困難

7 トイレ 必要 箇所
利用の現状からは必要性が薄い
が、施設の改築や将来計画に配
慮

8 トイレ 必要 箇所
利用の現状からは必要性が薄い
が、施設の改築や将来計画に配
慮

9 トイレ 必要 箇所
利用の現状からは必要性が薄い
が、施設の改築や将来計画に配
慮

10 トイレ 必要 箇所 施設の改築や将来計画に配慮

エレベーターの改修

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

低い位置への荷物台の設置

フラッシュライト等の設置

非常呼び出しボタンの設置

事業内容

段差の解消及び歩道上から建物内の案内施設まで連
続した視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理
者と連携）

段差の解消

階段の両側への2 段手すりの設置及び段鼻の強調

エレベーターの設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
傾斜地に複数の校舎が分立している構造上、バリアフリーの改修が極めて困難な状況である。根本的な建築の考え方
を変えて、改築を行うまでなかなか改善が難しく苦慮している。今後はソフト事業を中心にバリアフリー化を推進し
ていく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 上中里1-27-7

２．事業主体 すべて 学校法人　瀧野川女子学園中学高等学校

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 瀧野川女子学園中学高等学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
引き続き分かりやすい案内案内
表示について検討する。

12
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ―
利用の現状からは必要性が薄い
が、人的対応で案内する

13
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
利用の現状からは必要性が薄い
が、人的対応で案内する

14
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
利用の現状からは必要性が薄い
が、人的対応で案内する

15
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 施設の改築や将来計画に配慮

16
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 施設の改築や将来計画に配慮

17 その他設備 必要 箇所 施設の改築や将来計画に配慮

18 その他設備 必要 箇所
利用の現状からは必要性が薄いが、
人的対応で案内する。必要に応じて
会議室を解放し対応する。

19 その他設備 必要 箇所
利用の現状からは必要性が薄い
が、必要に応じて会議室を解放
し対応する。

20
人的対応・
こころのバ
リアフリー

必要 箇所
必要に応じて施設の改築や将来
計画に配慮

21
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ―
職員による案内やサポートなど
の対応を充実する

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

貸出用の車いすやベビーカー等の設置及び案内の表
示

授乳室やおむつ交換台、ベンチの設置

視覚障害者誘導用ブロックの設置及び職員による
連続的な誘導への配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

案内図や案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

音声案内や触知案内図の設置

筆談用具及び耳マークの設置

車いす使用者用駐車施設の設置及び案内表示



番号： 建築物⑤-06 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各校の担当者を選出しマッ
プ作成のための準備会を行
う。

3 箇所 ✓ 利用者目線で作成する。

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各校のバリアフリーマップ
に設備に関する情報も盛り
込む。

3 箇所 ✓
写真を掲載し設備の状況がわか
るようにする。

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各校の受付窓口に設置。ま
たそれらが設置されている
旨を案内を掲示する。

3 箇所 ✓
利用者が使いやすいツールを準
備する。

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

筆談用具設置時またはバリア
フリーマップ配布時にサポー
ト方法について案内する。

― ― ✓
職員全員が同じレベルでサポー
トできるようにする。

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

ポスターやリーフレットな
どを用いてバリアフリーへ
の理解を促す。

― ― ✓
共生の心を醸成できるように工
夫する。

生徒、児童へのバリアフリーへの理解促進

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法 バリアフリーマップ、またはポスターなどの作成については、事業実施の前年度に予算申請し調達する。

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

バリアフリーマップの作成

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
本法人駒込キャンパス各校園は、平成11 年より平成26 年まで段階的に校舎更新を行い、全校（一部建物を除く）の
整備が終了したことにより、概ね校内における主なバリアは解消された。今後も必要に応じたバリアフリー化に取り
組みつつ、教育現場という特性を活かし人的対応におけるバリアフリーの更なる充実を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 中里3-12-2

２．事業主体 すべて 学校法人　聖学院

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 聖学院幼稚園・聖学院小学校・聖学院中学校高等学校・女子聖学院中学校高等学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-07 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

段差の解消及び視覚障害者
誘導用ブロックの設置 1 箇所

2 建物内通路

主要な通路は、ゆとりのあ
る幅を確保 全 箇所

3 建物内通路

武道場や校庭までの移動道
路にスロープを設置 1 箇所

昇降口は、２階のため、車いす
利用者は１階ピロティから入り
エレベーターを利用する。

4 上下移動

視覚的に明確に判別できる
ように強調 全 箇所

5 上下移動

エレベーター１基設置（音
声案内、車いす対応） 1 基

避難所利用等、非常事態には給
食配膳用エレベーターも利用可
能

6 トイレ

車いす対応のトイレを５箇
所設置 5 箇所 多目的トイレはＪＩＳ規格対応

7 トイレ

１階に２箇所設置

2 箇所
２箇所ともオストメイト対応及
びベビーチェア設置

8
案内設備・
情報のバリ
アフリー

フロア毎に床面の色を変
え、わかりやすい校内図を
設置する。

2 箇所

9
案内設備・
情報のバリ
アフリー

エレベーターや車いす用ト
イレなどの写真をホーム
ページに掲載する。

― ― ✓

10
案内設備・
情報のバリ
アフリー

筆談用具を出入口の受付に
設置する。

1 箇所

１．施設名、路線名 すべて 田端中学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容

―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端6-9-1

２．事業主体 すべて
田端中学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

エレベーターの設置

車いす使用者が円滑に利用できるトイレの設置
（ＪＩＳ規格に適合したボタン配置）

オストメイト対応設備及びベビーチェアの設置

４．道路延長（ｍ） 道路管理者

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
現在新校舎を建築中であり、平成31年4月の開設を予定している。新校舎では、移動等円滑化基準に基づきエレベー
ターやトイレなどのバリアフリー化が図られる。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

階段の段鼻の強調

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期

事業内容

段差の解消及び歩道上から案内施設まで連続した視
覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理者と連
携）

主要な通路の幅員の確保（120ｃｍ以上）

主要な通路へのスロープの設置

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

案内図やわかりやすい案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示



11
駐車場・駐
輪場

車いす使用者用駐車場を１
台分整備し、案内表示を設
置する。

1 箇所

12
駐車場・駐
輪場

視覚障害者誘導用ブロック
を遮らないよう、駐輪場を
配置している。

1 箇所

13
人的対応・
こころのバ
リアフリー

受付を設置し、用務主事が
対応する。

― ― ✓

14
人的対応・
こころのバ
リアフリー

エレベーターは、障害のあ
る方など優先のハートフル
エレベーターとする。

― ― ✓

車いす使用者用駐車施設の設置

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑤-08 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

受付（事務受付）に筆談用
具設置 1 箇所

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

イベント実施の際に啓発、
推進 ― ― ✓

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

イベント実施の際に啓発、
推進 ― ― ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
平成25年度に改築が完了し、エレベーターや車いす使用者用トイレなど基本的なバリアフリー化が図られている。今
後は配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川5-55-8

２．事業主体 すべて
滝野川紅葉中学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川紅葉中学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-09 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

中央玄関主事室窓に案内表
示。 1 箇所 ✓

表示はしてあり、可能な限り対
応する。玄関が狭く、筆談する
スペースに問題ある。

2 その他設備

貸出用車いすは保健室に設
置。
車椅子昇降機設置。
中央玄関主事室窓に案表示。

1 箇所 ✓

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

校舎に入る際の、バリアフ
リー有。授業の空いている
教職員が対応可能。

3 箇所 ✓
中央・西・東の各玄関がバリア
フリー適応である。案内には至
らない。

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓
エレベーター・多機能トイレはな
く、施設利用には至らない。よっ
て、周知・啓発はできない。

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法 特になし。

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

特になし。

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

貸出用車いすの設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
校舎は老朽化しており、バリアフリー対応となっていない。現時点で改築・改修の予定が定まっていないため、事業
設定は困難であり、当面はこころと情報のバリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原3-5-12

２．事業主体 すべて
飛鳥中学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 飛鳥中学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-10 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

正面玄関入口、受付の所に
設置。 1 箇所

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

毎年度４月に職員周知。

― ― ✓

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

毎年度４月に職員研修を実
施。 ― ― ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

校舎は老朽化しており、バリアフリー対応となっていない。校舎は4 階建てであるが、エレベーターは設置されてお
らず、正面玄関には、校庭より3 段の階段差があるが手すりやスロープは設置されていない。また、校舎内廊下に
は、校舎増築による床の高低差があるため、一部スロープ状になっている。多機能トイレは、3 階の男子トイレ内に1
箇所のみ設置されている。校舎奥の階段には、手すりも設置されていない。改築・改修の予定も定まっていないた
め、当面はこころと情報のバリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ヶ原1-18-10

２．事業主体 すべて
滝野川小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-11 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

平成31年度学校要覧に記載
予定 ― ― ✓

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

玄関に情報提供できる表示
を設置する 必要 箇所 ✓

3
駐車場・駐
輪場

注意喚起の表示を行う

必要 箇所 ✓

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

年度当初に職員研修を行う

1 回/年 ✓ 人的対応で案内する。

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

来校者に協力を呼びかける

― ― ✓ 人的対応で案内する。施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックを
遮らないよう配慮

職員研修の実施及び案内やサポート等の対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
校舎は老朽化しており、バリアフリー対応となっていない。特に校庭側玄関、体育館入口の段差解消や車いす使用者
用トイレの設置など、車いす対応は喫緊の課題であるが、現時点で事業の予定は立っていない。バリアフリーについ
て児童に教育する好機ととらえ、人的対応・こころのバリアフリーに取り組んでいく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川7-12-17

２．事業主体 すべて
谷端小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 谷端小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-12 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

玄関受付に設置、受付名簿の
横に、ホワイトボード（筆談
用具として）を設置した。

1 箇所

2
駐車場・駐
輪場

駐輪が出入り口や通路を遮
ることが無いよう、体育館
脇に駐輪場を設置した。

1 箇所 ✓
学校公開など、多数の自転車の
駐輪場については検討を要す
る。

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

全職員対象に、来校した障
害者への声かけに努め、対
応の充実を図る。

1 箇所 ✓
車いすの貸し出し可能の案内を
正面玄関に掲示する。

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員研修を実施し、対応の
充実を図る。 1 回/年 ✓

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

玄関に障害者等に配慮した
施設利用のマナー・ルール
の啓発案内を掲示する。

1 箇所 ✓施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

施設出入口から職員による連続的な誘導への配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
平成28年度にリフレッシュ改修工事が完了し、建物内の段差解消や多機能トイレの整備等について対応した。今後は
配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端5-4-1

２．事業主体 すべて
田端小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 田端小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-13 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 上下移動

異動円滑経路上にエレベー
ターを設置 1 基

平成３０年度リフレッシュ改修
Ⅱ期工事で設置予定

2 トイレ

１階東側トイレに「だれで
もトイレ」を設置 1 箇所

平成３０年度リフレッシュ改修
Ⅱ期工事で設置予定

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

平成３０年度のリフレッ
シュ改修工事後に検討 ― ― ✓

4
案内設備・
情報のバリ
アフリー

外来者受付に、ホワイト
ボードを活用した筆談用具
の設置及び表示

1 箇所

5
駐車場・駐
輪場

平成３０年度のリフレッ
シュ改修工事にて整備 必要 箇所

6
人的対応・
こころのバ
リアフリー

平成３０年４月職員への周
知・共通理解 ― ―

7
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設利用のマナー・ルール
について表示 2 箇所

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

エレベーターの設置

車いす使用者が円滑に利用できるトイレの設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
平成29～30年度にかけてリフレッシュ改修工事を行い、建物内の段差解消や多機能トイレの整備等について対応を予
定している。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川6-19-4

２．事業主体 すべて
滝野川第二小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川第二小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-14 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

玄関に筆談用具の設置と説
明の掲示 1 箇所

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設利用や移動の手助け、マ
ナー・ルールの啓発等、年度
当初に職員への周知・指導

― ― ✓
並行して、こころのバリアフ
リーの取組みを実施

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設利用団体へのマナー・
ルールの掲示、特に学校内禁
煙及び近隣での喫煙注意。

― ― ✓
近隣にお住いの方たちへの最低
限のマナー・ルールの徹底。誠
意ある苦情対応。

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

 

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
校舎は老朽化しており、バリアフリー対応となっていない。現在、車いすを使う児童や保護者はいないが、今後、在
籍する場合に備えてバリアフリー対応していくことが望ましいと考える。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川1-12-27

２．事業主体 すべて
滝野川第三小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川第三小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-15 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

学校HP・要覧等への掲載
玄関等での掲示 ― ― ✓

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

筆談用具の玄関設置

1 箇所 ✓ H30・4月から

3
駐車場・駐
輪場

正門・通用門等付近への駐
輪を防止し、別棟脇に駐輪
場を設置

1 箇所 ✓ H30・4月から

4 その他設備

案内表示の設置。車いすの
時貸出とベビーカーの配置
スペースの確保

1 箇所 ✓ H30・7月から

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

誘導路の設置、職員対応の
研修 1 箇所 ✓ 施設整備申請の実施

6
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設案内・マナーの研修実
施 1 回/年 ✓

7
人的対応・
こころのバ
リアフリー

玄関・入口等への掲示

― ― ✓

8 上下移動

防災・安全等での全階段へ
の手すり設置 全 箇所 ✓ H30・8月に工事実施

9 トイレ

既存の和式トイレ５基を洋
式トイレに交換 6 箇所 ✓ H30・7月に工事実施

視覚障害者誘導用ブロックの設置及び職員の対応に
よる連続的な誘導への配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

階段手すりの設置

洋式トイレの増設

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

事業内容

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内表示

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

貸出用の車いすやベビーカーの設置及び案内の表示

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
校舎は老朽化しており、バリアフリー対応となっていない。今後は配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリー
化を推進する。周辺校（田端小・中）との施設格差があり、地域からの要望の声もあり、100周年の時期を機会に施設
整備の充実を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 東田端2-5-23

２．事業主体 すべて
滝野川第四小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川第四小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

受付玄関に筆談用具の用意があることを掲示



番号： 建築物⑤-16 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

筆談用具・・・外国の方、
日本語がうまく使えない方
への対応。ホワイトボード
の使用。案内表示・・・正
面玄関に見やすい位置に大
きく設置し案内する。

1 箇所

ホワイトボードは、B5判程度。
案内掲示板は、教室の位置が年
度によって変更可能なものがあ
るとよい。

2
駐車場・駐
輪場

車いすや足が不自由な方、
杖を使う方の誘導 必要 箇所

地面にさえぎらないよう注意を
促す表示があるとよい。正門と
東門に設置

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓

表示する場合は、劣化しにくい
素材のものにしたい。

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

・１は、校舎案内図はありますが、来校者にとって分かりにくく、それとは別に特設のものを設置している状態で
す。
・２は、自転車での来校者多い場合は、カラーコーンを建てて誘導している。
・４を行う場合は、北区の公共施設で使用しているものと共通のものを使いたいです。

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

駐輪・駐車が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブ
ロックなどを遮らないよう配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
校舎は老朽化しており、バリアフリー対応となっていない。具体的には、体育館前のスロ－プの勾配の緩和や正面玄
関、各昇降口の段差解消、廊下の十分な幅員・照度の確保。各教室の開きやすい扉への改修などが課題である。予算
上困難な事業もあるため、配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 昭和町3-3-12

２．事業主体 すべて
滝野川第五小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川第五小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-17 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 人的対応で案内する。

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓ 人的対応で案内する。

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

学校ホームページにより施
設のバリアフリー関連の情
報を提供する。

― ― ✓
区民の意見等を踏まえ、順次改
善に取り組む。

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

現況では、車いす利用者はいない。１階はスロープ等にて対応可能だが、２階以上に行く場合には、人的対応が必要
となる。

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
平成28 年度にリフレッシュ改修工事が完了し、建物内の段差解消や多機能トイレの整備等について対応した。今後
は、ソフト面においてできる限り充実させて対応できるよう配慮する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原4-19-21

２．事業主体 すべて
西ケ原小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 西ケ原小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑤-18 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

西門の道路との段差をスロープ状に改修
正門から昇降口まで視覚障害者誘導用ブ
ロックを設置 1 箇所 ✓

平成３３年度からの実施に向け
て検討中

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

玄関受付に設置。筆談の用意
と共に、コミュニケーション
ボードを設置している。

1 箇所

3 その他設備

貸出用車いすの使用とベビー
カー置き場を導入し、正面玄
関にその旨を表示する。

２
２

台
箇所

車椅子利用可能２台
ベビーカー置き場表示２箇所

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員研修を実施し、対応の
充実を図る。 1 回/年 ✓

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

正面玄関に障害者等に配慮
した施設利用のマナー・
ルールを啓発する案内を掲
示する。

1 箇所 ✓

１．施設名、路線名 すべて 滝野川もみじ小学校

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容

２．事業主体 すべて
滝野川もみじ小学校
北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川3-72-1

貸出用の車いすやベビーカーの設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
校舎は老朽化しており、バリアフリー対応となっていない。エレベーターや車いすトイレは設置されているが、多様
な利用者に配慮した設備は整備されていない状況である。今後は配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリー化
を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など事業内容

段差の解消及び歩道上から案内施設まで連続した
視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理者と連
携）

筆談用具の設置及び案内の表示

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

筆談用具とコミュニケーション 施設利用の表示 ベビーカー置き場表



番号： 建築物⑤-19 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

受付に設置 1 箇所

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

車いす利用者へ誘導のサ
ポートを行っている。

― ― ✓

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員同士でわかるようにマ
ルチメディアを利用して確
認している。

― ― ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

視覚障害者誘導用ブロックの改修（輝度比の確保）

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
バリアフリー施設及び設備はできるだけ揃えているが、今後は配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリー化を
推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川5-57

２．事業主体 すべて 学校法人　東京国際フランス学園

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 東京国際フランス学園

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑥-01 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
道路管理者等と協議の上、検討
を進めます。

2
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

3 建物内通路 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

4 上下移動 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

5 上下移動 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

6 トイレ 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

7 トイレ 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

8 トイレ 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

9 トイレ 必要 箇所
指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

10 トイレ 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

低い位置への荷物台の設置

フラッシュライト等の設置

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

エレベーターの設置

車いす使用者が円滑に利用できるトイレの設置

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

階段の両側への２段手すりの設置及び段鼻の強調

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

最寄りのバス停から連続した視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置（道路管理者と連携）

自動ドアの設置（幅員80㎝以上）

段差の解消

経年による老朽化が進みバリアフリー化のみならず施設維持の面からも全体的な改修が求められるている状況である。
そのため、ハード面においては、施設整備計画を踏まえたバリアフリー計画を検討することとし、当面はソフト面を中
心とした対応に努めることとしたい。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川7-42-1

２．事業主体 すべて 北区　地域振興部　スポーツ推進課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 谷端プール多目的広場

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 トイレ 必要 箇所
指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

12
案内設備・
情報のバリ
アフリー

区ホームページ、並びに指定
管理者が運営する専用ホーム
ページ上に掲載を検討

― ― ✓

13
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

14
案内設備・
情報のバリ
アフリー

平成31年度中の設置を検討

必要 箇所

15
駐車場・駐
輪場

必要 箇所
今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

16
駐車場・駐
輪場

日常管理の中で、定期的に状
況を確認し、障害物がないよ
う努める。

✓

17 その他設備 必要 箇所
指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

18 その他設備 必要 箇所
指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

19 その他設備 必要 箇所
今後の施設改修検討の中で設置
を検討します。

20
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員がホスピタリティ精神で満足
できるような対応ができるよう講
習会をとしてノウハウを習得しサ
ポートする。

― ―

21
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員がホスピタリティ精神で満足
できるような対応ができるよう講
習会をとしてノウハウを習得しサ
ポートする。

― ― ✓

22
人的対応・
こころのバ
リアフリー

障害者が安心して施設を利用
できるように掲示し周知す
る。

― ― ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

現況写真

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

非常呼び出しボタンの設置

ＷＥＢ等による施設のバリアフリー関連情報の提供

音声案内及び触知案内板の設置

筆談用具の設置及び案内の表示

車いす使用者用駐車場の設置

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

貸出用の車いすやベビーカーの設置及び案内の表示

授乳室やおむつ交換台、ベンチの設置

視覚障害者誘導用ブロックの設置及び職員の対応に
よる連続的な誘導への配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実



番号： 建築物⑥-02 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 施設の移設や将来計画

2 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

3 上下移動 必要 箇所 施設の移設や将来計画

4 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

5 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

6 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

7 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

8 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

9 トイレ 必要 箇所 施設の移設や将来計画

10
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

点字案内の設置

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

一般トイレへの機能分散

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

車いす使用者用トイレへの大型ベッドの設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

歩道上から建物内の案内施設まで連続した視覚障害
者誘導用ブロックの設置

階段手すりの改修（1段→2段）

エレベーターへの浮彫表示ボタンや音声案内の設置

現在、建物内にエレベーターや車いす使用者用トイレは設置済みである。今後はソフト事業を中心にバリアフリー化
を推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端新町2-27-17

２．事業主体 すべて 北区　地域振興部　地域振興課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 新町コミュニティアリーナ

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

12
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

13
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 施設の移設や将来計画

14 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

15 その他設備 必要 箇所 施設の移設や将来計画

16
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

17
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

パンフレットやＷＥＢ等による施設のバリアフリー
関連情報の提供

トイレの触知案内図の設置

耳マーク等の設置

ベビーカーの貸出及び案内表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑥-03 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 建物内通路

カウンター前の主要な通路
については、狭くならない
よう現状を維持していく。

1 箇所 ✓

2 トイレ

多機能トイレには、設置済
み、一般個室についても設
置を目指す

3 箇所 ✓

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

施設案内図は設置してある
が、今後ピクトグラムを活
用したものに変えていく。

1 箇所 ✓

4
案内設備・
情報のバリ
アフリー

WEBにより情報提供してい
く ― ― ✓

5 その他設備

受付カウンターの買替時に
座位用に則したものに変更
し対応する

1 箇所

6 その他設備

授乳を希望する方には救護
室で対応する 1 箇所 ✓

7
人的対応・
こころのバ
リアフリー

館内巡回時などにスタッフ
により案内やサポートを行
う

― ― ✓

8
人的対応・
こころのバ
リアフリー

マナーやルールについての
掲示を行うなどして周知啓
発を行っている。

― ― ✓

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

救護室での授乳対応及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

事業内容

主要な通路は物や設備などで狭くならないよう配慮
（120㎝以上）

一般トイレへの非常呼び出しボタンの設置

ピクトグラムを活用した案内表示の設置

ＷＥＢによる施設のバリアフリー関連情報の提供

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
建築年数が経っている施設としては、概ね移動等円滑化の基準に適合しているが、一部で基準に満たない部分もあ
る。軽微なものに関しては適合するよう対応する。大きな改修が必要なものについては、設備の更新時期に合わせて
対応するよう検討を行う。当分の間は人的サポートで対応する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端新町2-14-15

２．事業主体 すべて 北区　教育振興部　中央図書館・滝野川図書館

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 東田端図書館

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑥-04 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

 

必要 箇所 ✓

指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

2
出入口・
敷地内通路
（屋外）

 

必要 箇所 ✓

指定管理者及び公園管理者と協
議の上、検討を進めます。

3 建物内通路

日常巡視の中で整理整頓に努
める。 ― ― ✓

4 建物内通路

 

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

5 建物内通路

　

必要 箇所 ✓

指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

6 建物内通路

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

7 建物内通路

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

8 上下移動

幅員１４０㎝、手すり１０㎝以下
として幅員が１２０㎝以上確保
し、設置する。段鼻は、同系色で
蛍光色などに変更する。

2 箇所

両側に２段手すりを連続的に設
置する。段鼻の色を強調し、段
を識別しやすいよう配慮する。

9 上下移動

改修の中で車いすの使用者に
対応した設置依頼を営繕課に
している。

1 箇所
車いす使用者が手の届く位置に
ボタンパネルを設置する。

（滝野川体育館）ＡＥＤの通行に支障のない場所へ
の移設

（滝野川体育館）適切な照度の確保

（滝野川体育館）水飲み場等の設備の再配置の検討

階段の両側への２段手すりの設置及び段鼻の色の強
調

（防災センター）エレベーターの改修（ボタンのパ
ネル等）

事業内容

（滝野川体育館）出入口スロープの案内表示の設置

（滝野川体育館）出入口スロープの拡幅（公園管理
者と連携）

（滝野川体育館）主要な通路は物や設備などで
狭くならないよう配慮（120㎝以上）

（滝野川体育館）段差の解消

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

防災センターは、老朽化が進んでおり、修繕等を行い運営している。バリアフリー化した建物構造とはなっていないが、
時代のニーズや要望に合わせてハード面、ソフト面で対応できるものは、その都度部分改修や周知などの取組でバリアフ
リー化を図っている。今後も大規模改修などがない限り、この方針を継続していく。滝野川体育館は、バリアフリー対応
として平成25年度に昇降機を設置し、平成28 年度に本郷通り側入口から体育館入口まで公園内に視覚障害者誘導用ブロッ
クを敷設した。施設内の段差解消や手すりの設置などは対応済の箇所もあるが、引き続き障害がある方もない方もスポー
ツが楽しめる場所となるよう、利用者、指定管理者のご意見を伺いながらバリアフリーの充実を目指す。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原2-1-6

２．事業主体 すべて 北区　危機管理室　防災課/地域振興部　スポーツ推進課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 防災センター（地震の科学館）・滝野川体育館・テニスコート（滝野川体育館テニスコート）

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



10 上下移動

　

必要 箇所 ✓

指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

11 トイレ

長期計画としてトイレ改修等
の時期にＪＩＳ規格にあわせ
た形状・配置など、洗浄ボタ
ンやペーパー等を設置する。

5 箇所 ✓

視覚障害者が容易に認識できる
位置にする。

12 トイレ

トイレ個室に荷物台若しくは
フックが高い位置のものを低
い位置に設置する。

5 箇所 ✓

荷物台やフックが高い位置のため、
多様な利用者に配慮し、低い位置で
可能な場所を検討する。

13 トイレ

個室それぞれに、非常呼び出
しボタンとして警報音を発す
る簡易ブザーの設置をする。

5 箇所
それぞれの場所によって、音の
届く音量を検討する。

14 トイレ

一般トイレの前にスロープを
設置するなど、段差を解消す
る。

4 箇所
トイレの外、内側に段差があり
スロープの設置が可能か検討す
る。

15 トイレ

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

16 トイレ

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

17 トイレ

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

18 トイレ

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

19 トイレ

　

必要 箇所 ✓

指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

20
案内設備・
情報のバリ
アフリー

展示ホール大規模改修の時期
に併せて高さを考慮し、展示
物の案内を設置する。

1 箇所 ✓
車いす使用者の目線も考えた展
示を検討する。

21
案内設備・
情報のバリ
アフリー

　

必要 箇所 ✓ ✓
指定管理者との協議の上、早期
の設置を検討します。

22
案内設備・
情報のバリ
アフリー

区ホームページ、並びに指定
管理者が運営する専用ホーム
ページ上に掲載を検討

― ― ✓

23
案内設備・
情報のバリ
アフリー

　

必要 箇所 ✓

指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

24
案内設備・
情報のバリ
アフリー

平成30年度中の設置を検討

1 箇所 ✓

（滝野川体育館）一般トイレへの非常呼び出しボタ
ンの設置

（滝野川体育館）
車いす使用者が利用しやすい手洗い場への改善

（滝野川体育館）予備トイレットペーパーの移動

（防災センター）
車いす使用者の目線の高さを考慮した展示及び説明
の掲示

（滝野川体育館）案内図やわかりやすい案内表示
（多機能トイレ・エレベーター・受付等）の設置

（滝野川体育館）
ＷＥＢによる施設のバリアフリー関連情報の提供

（滝野川体育館）音声案内及び触知案内図の設置

（滝野川体育館）筆談用具の設置及び案内の表示

（滝野川体育館）フラッシュライト等の設置

（滝野川体育館）エレベーター内の低い位置への
フロアマップの設置

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への改修

低い位置への荷物台またはフックの設置

（防災センター）一般トイレへの簡易ブザーの設置

（防災センター）一般トイレの段差の解消

（滝野川体育館）一般トイレへの機能分散



25
案内設備・
情報のバリ
アフリー

平成30年度中に表示方法等に
ついて検討し、平成31年度中
に実施を検討

1 箇所 ✓

26
駐車場・駐
輪場

施設内敷地に便宜上駐輪して
おり、遮った場合は職員の声
掛け等で注意する。

1 箇所 ✓
利用者などの駐輪が出入口や通路、
視覚障害者誘導用ブロックなどを遮
らないように配慮する。

27
駐車場・駐
輪場

実施済

1 箇所 ✓

28 その他設備

現在未対処のテーブルに対し
て角を面取りやクッション材
を取り付ける。

1 箇所
面取りかクッション材の取り付
けを検討する。

29 その他設備

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

30 その他設備

　

必要 箇所 ✓

今後の施設改修検討の中で検討
を進めます。

31 その他設備

　

必要 箇所 ✓

指定管理者と協議の上、早期の
設置を検討します。

32
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員がホスピタリティの精神で満
足した対応ができるよう講習会を
通してノウハウを習得しサポート
する。

― ― ✓

33
人的対応・
こころのバ
リアフリー

障害者が安心して施設を利用でき
るように掲示し周知する。 ― ― ✓

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

【防災課】
短期のものは、予算措置が出来れば対応出来るが中・長期ものは、それぞれのブースごとの大規模改修でまとめて対応す
る。
【スポーツ推進課】
現況写真（全景）　　　　　　　　　　　　　　　　　　現況写真（アリーナ）

（滝野川体育館）授乳室やおむつ交換台、ベンチの
設置

（滝野川体育館）
シャワールーム及び更衣室内への手すりの設置

（滝野川体育館）遠くからでも見やすい時計の設置

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

（防災センター）
展示場所のテーブル角へのクッション材の取り付け

（滝野川体育館）消毒用マットの用途や使用方法の
表示

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

（滝野川体育館）
車いす駐車場の案内の表示及び適切な利用の啓発



番号： 建築物⑥-05 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

2
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

3
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

4
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

5
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

6
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

7
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

8
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

9
出入口・
敷地内通路
（屋外）

― ― ✓

10
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

駐輪や植木鉢等が出入口や通路、視覚障害者誘導用
ブロックなどを遮らないよう配慮

車いすなどが一時停止できる平坦部や手すり、ベン
チの設置

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

車止めの改修または撤去

スロープの改修

コミュニティバスのバス停の十分な待合空間と
歩行者の通行空間の確保

乗降口の位置がわかるような視覚障害者誘導用ブ
ロックの設置（バス事業者との連携）

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

照明のＬＥＤ化

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

視覚障害者誘導用ブロックの改修（ＪＩＳ規格適
合、輝度比の確保）
（道路管理者等と連携）

歩道と公開空地の間のがたつきや波打ちの解消
（道路管理者等との連携）

階段の段鼻の強調

1 階建ての施設で出入口が江戸坂に接しており、車いす使用者用トイレは設置済みである。ASUKA タワーの施設管理
者や道路管理者と協議して、使いやすい安全な施設としてバリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端6-1−2

２．事業主体 すべて 北区　地域振興部　地域振興課・田端文士村記念館

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 田端文士村記念館・田端駅前自転車駐車場

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 建物内通路 ― ― ✓

12 建物内通路 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

13 建物内通路 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

14 上下移動 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

15 上下移動 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

16 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

17 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

18 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

19 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

20 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

21 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

22 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

23 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

24 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

25 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

車いす使用者用トイレの自動点灯化

車いす使用者用トイレの低い位置への
引きヒモ付の非常ボタンの設置

車いす使用者用トイレへの背もたれの設置

車いす使用者用トイレの扉の改修

主要な通路が物や設備などで狭くならないよう配慮
（テレビ位置・いすの配置・展示ケースの間隔等）

階段の下に入り込まないよう動線の改善
または警告ブロックの設置等の注意喚起

床面のタイルの補修

段鼻の強調

（非常口への階段）連続的な2 段手すりの設置

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

一般トイレへの機能分散

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

低い位置への荷物台の設置

非常呼び出しボタンの設置

車いす使用者用トイレの出入口前の十分なスペース
の確保



26 トイレ 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

27
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

28
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

29
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

30
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

31
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

32
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

33 その他設備 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

34 その他設備 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

35 その他設備 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

36 その他設備 必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

37
駐車場・駐
輪場

必要 箇所
第一生命保険相互株式会社が所
有するASUKAタワー施設管理者
との協議

38
人的対応・
こころのバ
リアフリー

朝礼などの機会をとらえ
て、情報交換を行う。 ― ― ✓

39
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への啓発を行う。

― ― ✓

貸出用車いすやベビーカーの設置及び案内の表示

授乳室やおむつ交換台の設置

車いす使用者用駐車施設の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

一般トイレの照明のスイッチの改善

車いす使用者用トイレの案内表示の改善

施設利用可能時間のアプローチライトの点灯

施設案内図等の設置

パンフレットやＷＥＢ等による施設のバリアフリー
関連情報の提供

音声案内及び触知案内図の設置

筆談用具及の設置及び案内の表示

屋内設備の安全性の確保



９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑦-01 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

入口付近にフロア案内図を
設置する。 1 台 ✓

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

受付用に筆談用具を購入。

2 個

3 その他設備

建物内での貸し出し用車い
すの修繕を行う。 1 台 ✓

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職場内での研修を行う。

― ― ✓

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設内に周知・啓発のポス
ター等を掲示する。 ― ― ✓施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法 必要に応じて予算要求を行う。

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

5：車いす等を利用する際のスロープに駐輪しないようにする
注意書きを掲示しました。

事業内容

案内図やわかりやすい案内表示の設置

筆談用具及の設置及び案内の表示

貸出用車いすの修繕及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて 平成28年度に耐震改修工事が完了した。今後は施設面の改修は困難であるため、人的対応の充実を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原1-19-12

２．事業主体 すべて
北区 健康福祉部 健康推進課
北区 健康福祉部　障害者福祉センター

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川健康支援センター・たばた福祉作業所

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑦-01 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

法人行動規範や運営規定・
職員の組織図の掲示を行っ
ている。

1 枚 ✓
一般の施設訪問者向けに書かれ
ており、利用者向けのが必要。

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

福祉サービスガイドライン
を作成し、利用者支援のマ
ニュアル化を図った。

1 冊 ✓
利用者にわかり易いガイドブッ
クが必要。

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

支援マニュアルを作成し、
支援の統一化と支援レベル
の標準化を行っている。

12 冊 ✓
職員の支援技術普及にはまだ時
間が要する

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

物の設置場所の一つ一つに
ラベリングをし、もののあ
りかを明確にした。

30 枚 ✓
浸透しつつあるが、整理整頓は
引き続き必要

5 建物内通路

目が不自由な人へのガイド
として、手すり・ガイド点
字ブロックを設置する。

40 ｍ ✓
合理的配慮として行うが予算計
上はこれからである。

１．施設名、路線名 すべて 滝野川健康支援センター・たばた福祉作業所

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容

２．事業主体 すべて
北区 健康福祉部 健康推進課
北区 健康福祉部　障害者福祉センター(指定管理者：東京都手をつなぐ育成会)

３．事業区間 道路管理者 ―

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原1-19-12

職員による案内やサポートなどの対応の充実

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

施設内のバリアフリー 平成28年度に耐震改修工事が完了した。今後は施設面の改修は困難であるため、人的対応の充実を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

事業内容

案内図やわかりやすい案内表示の設置

筆談用具及の設置及び案内の表示

実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

手すり及び視覚障害者誘導用ブロックの設置

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

知的障害への理解啓発と権利擁護の推進を具体的な方法と機会とを行い、東京都差別解消条例に見る心のバリアフ
リー化を北区として行わなければならないと思う。



番号： 建築物⑦-02 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

本署受付に筆談用具を設置
する。 1 箇所 設置済み。

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

受付には終日職員が在所
し、案内サポートを実施し
ている。

― ― ✓

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

各階エレベーター横に「高
齢者・障害者優先」の表示
を掲出する。

6 箇所 設置済み。

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
築後29年経過し、現在のバリアフリー基準に適合していないところがみられる。ハード面の改善は予算措置が必要で
あり、大規模改修時に合わせて実施する。当面は人的対応などソフト事業を中心とした推進を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原2-4-1

２．事業主体 すべて 警視庁

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川警察署

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑦-03 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 建物内通路 ― ― ✓
通路に備品等を置かないように
注意する。

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

【追加検討事業】
階段の手すりが片側のみのため、両側設置を検討する。
利用者の高齢化に伴い、洋式トイレが一部しか無いことから、施設改修時に
和式トイレを洋式トイレに変更するなど検討する。

事業内容

主要な通路は物や設備などで狭くならないよう配慮
（120㎝以上）

ＷＥＢによる施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

富士見橋エコー広場館はリサイクル活動の拠点として平成６年に開設してから施設改修を行っていない。そのため、
設備が古く、バリアフリーに配慮した施設となっていない状況である。現在、予定はないが、今後の大規模な改修時
に対応できるものは対応を行っていきたいと考えている。また、人的対応にて補完できるものについては、指定管理
者と連携し、対応していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端5-16-1

２．事業主体 すべて 北区 生活環境部 リサイクル清掃課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 富士見橋エコー広場館

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑦-04 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
現在、旧滝野川第七小学校の跡地に田端中学校を新築中である。現田端中学校は平成30年度末をもって閉校するが、
その後の利活用は未定のため、積極的なバリアフリー化の整備を行う予定はない。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端6-9-1

２．事業主体 すべて 北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 避難所（田端中学校）

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑦-05 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
平成28年度末をもって閉校となり、今後の施設の利活用は未定のため、積極的なバリアフリー化の整備を行う予定は
ない。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川5-44-15

２．事業主体 すべて 北区　教育振興部　学校改築施設管理課

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 避難所（旧滝野川第六小学校）

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑧-01 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所

2 上下移動 必要 箇所

3 トイレ 必要 箇所

4
案内設備・
情報のバリ
アフリー

案内表示のデータ等を掲載 ― ― ✓

5
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所

6
案内設備・
情報のバリ
アフリー

受付に筆記用具と案内板を
設置

1 箇所

7
駐車場・駐
輪場

― ― ✓

8 その他設備 必要 箇所

9 その他設備 必要 箇所

10
人的対応・
こころのバ
リアフリー

患者様、面会者等への積極
的な声掛け、案内等の実施
を継続して行う。

― ― ✓

触知案内図の設置

筆談用具の設置及び案内の表示

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを
遮らないよう配慮

授乳室やおむつ交換台、ベンチの設置

電光表示や呼び出し受信機の導入

職員による案内やサポートなどの対応の充実

事業内容

段差の解消及び歩道上から建物内の案内施設まで連
続した視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理
者と連携）

階段の両側への２段手すりの設置及び段鼻の強調

フラッシュライト等の設置

ＷＥＢによる施設のバリアフリー関連情報の提供

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
竣工年は比較的新しいので、バリアフリー対応はすでに完備している。未完部分は、今後早いうちに、対応していき
たい。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川2-32-12

２．事業主体 すべて 社会福祉法人 新栄会

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 滝野川病院・滝野川西高齢者あんしんセンター

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
人的対応・
こころのバ
リアフリー

フロア毎に掲示物等で施設
利用についての啓発活動を
実施。

― ― ✓施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑧-02 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 トイレ

1・2階の車椅子用トイレへ
の荷物台の設置 3 箇所

車椅子の利用に邪魔にならず
低めの位置への設置

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

　　　　　1階　外来側　　　　　　　　　1階　健診センター横　　　　　　　　2階　外来

事業内容

低い位置への荷物台の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
エレベーターや車いす使用者用トイレなど、基本的なバリアフリー化は行われているが、一部対応が不十分な点も見
受けられる。トイレへの荷物台の設置など早期対応可能なものについては、配慮事項を踏まえ、事業の推進を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原2-3-6

２．事業主体 すべて 社会医療法人社団 正志会

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 花と森の東京病院

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑧-03 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 今後検討予定

2 上下移動 必要 箇所 今後検討予定

3 トイレ 必要 箇所 今後検討予定

4 トイレ 必要 箇所 今後検討予定

5 トイレ 必要 箇所 今後検討予定

6 トイレ 必要 箇所 今後検討予定

7
案内設備・
情報のバリ
アフリー

パンフレットによる情報提
供

― ― ✓

8
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 今後検討予定

9
案内設備・
情報のバリ
アフリー

受付窓口に設置 1 箇所

10
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 今後検討予定

フラッシュライト等の設置

非常呼び出しボタンの設置

パンフレットやＷＥＢ等による施設の
バリアフリー関連情報の提供

音声案内や触知案内図の設置

筆談用具の設置及び案内の表示

車いす使用者用駐車施設の設置及び案内の表示、
利用者への啓発

事業内容

段差の解消及び歩道上から建物内の案内施設まで連
続した視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理
者と連携）

上下移動 階段の両側への２段手すりの設置及び段鼻
の強調

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

低い位置への荷物台の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
建物が古いため、バリアフリーに対応するにはある程度の広さが必要かと思うが、既存のトイレは狭く、広くするの
は難しい。今後はソフト施策を中心に推進し、ハード整備については中長期的に進めていく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原2-46-9

２．事業主体 すべて 医療法人社団 三恵会

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 西ヶ原病院

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 今後検討予定

12 その他設備 必要 箇所 今後検討予定

13 その他設備 必要 箇所 今後検討予定

14 その他設備 必要 箇所 今後検討予定

15
人的対応・
こころのバ
リアフリー

必要 箇所 今後検討予定

16
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員間のコミュニケーショ
ンにより対応している

― ― ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

職員による案内やサポートの充実

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

車いす使用者が利用しやすい記入台等の設置

車いす・ベビーカーの貸出及び案内の表示

電光表示や呼び出し受信機の導入

施設の出入口からの連続的な誘導への配慮



番号： 建築物⑧-04 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

主要構造物の大工事および多
額の出費になるとの推測で現
状は進展なし。

1 箇所
予算・資金繰り等を勘案し時期
を検討する。

2 建物内通路

１F主要出入り口にはスロープ
設置済み、かつ１Fも全てフ
ラット。

1 箇所 ※前回の報告は誤記入。

3 上下移動

築50年以上経過しており、手
摺はその当時の片側１段。現
状進展なし。

5 箇所
予算・資金繰り等を勘案し時期
を検討する。

4 トイレ

車いすが入れるトイレの設置
には、大改装が必要であり必
要床面積を計算する予定。

8 箇所
必要内法床面積（個室トイレの
室数）、予算・資金繰り勘案。

5 トイレ

車いす利用の患者に対しては
看護要員が付き添っている。
予算等考慮して設置予定。

8 箇所
必要内法床面積（個室トイレの
室数）、予算・資金繰り勘案。

6 トイレ

車いす利用の患者に対しては
看護要員が付き添っている。
予算等考慮して設置予定。

8 箇所
必要内法床面積（個室トイレの
室数）、予算・資金繰り勘案。

7
案内設備・
情報のバリ
アフリー

案内図は１F正面に掲示してあ
る。そこにバリアフリーの表
示を施す。

1 箇所
バリアフリーの旨をテプラで表
示する。

8
案内設備・
情報のバリ
アフリー

現状施設内を一部改装中。これに伴
いHPを変更予定。パンフレットにも
反映させる見込み。 2 箇所

パンフレットやHPへの記載に関
して直ぐわかるよう配慮。

9
案内設備・
情報のバリ
アフリー

待合室に設置するにしても１
日当りの外来患者は少なく、
外来窓口で現状充分足りる。

1 箇所 予算・資金繰り等を勘案。

10
案内設備・
情報のバリ
アフリー

外来窓口カウンターにバイン
ダーおよび筆記用具があるこ
との案内を掲示する。

1 箇所
来院の際、不自由な方を察知し
て直ぐに筆談用具等を提供す
る。

音声案内や触知案内図の設置

筆談用具の設置及び案内の表示

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置

案内図やわかりやすい案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

車いす使用者が円滑に利用できるトイレの設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

主要な出入口の自動ドアへの改修（幅員80㎝以上）

スロープの設置

階段への２段手すりの設置及び段鼻の強調

築50年以上経過しており、現在の移動等円滑化基準に適合していない。ハード面については、他の整備とも調整を図
りながら長期的に対応していく。ソフト面については、引き続きサポートの充実を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原3-33-11

２．事業主体 すべて 医療法人財団 富士病院

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 富士病院

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
駐車場・駐
輪場

従来の駐輪場をリニューアル
済み。通院者の妨げとはなっ
ていない。

1 箇所 済み。

12 その他設備

狭い待合室の中に記入台を設
置するのは難。バインダーを
用意して対処。

2 枚
書式A4サイズのバインダー用
意。

13 その他設備

電光表示するような広い場所ではな
い、窓口担当者の声が十分届くの
で、特に早急に対応しない。 1 箇所

予算・資金繰り等を勘案し時期
を検討する。

14
人的対応・
こころのバ
リアフリー

視覚障害者誘導用ブロックの
設置は敷地内および建物内に
必要だが現状は白紙。

― ― ✓
予算・資金繰り等を勘案し時期
を検討する。

15
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員教育を充実させて患者様
に対する目配りを徹底化す
る。

― ― ✓ 担当職員に対して教育継続。

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

電光表示や呼び出し受信機の導入

視覚障害者誘導用ブロックの設置及び職員の対応に
よる継続的な誘導への配慮

職員による案内やサポートなどの充実

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法



番号： 建築物⑧-05 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 上下移動

片側にしかなかった手すり
を両側に設置した。 14 箇所 平成30年6月工事完了

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

院内に筆談の用意がある旨
を掲示して、受付に筆談用
具設置した。

1 箇所 平成30年6月案内表示

3 その他設備

院内に車いすがある旨を掲
示して貸出ができるように
している。

1 箇所
平成30年6月案内表示（車いす
のみ）

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員研修等によりサポート
対応の充実を図る。 1 回/年 ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

階段の両側への２段手すりの設置及び段鼻の強調

筆談用具の設置及び案内の表示

貸出用の車いすやベビーカー等の設置及び案内の表
示

職員等による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
基本的なバリアフリー整備は完了している。今後は必要に応じて整備を実施し、人的対応などサポートの充実を図
る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 中里1-5-6

２．事業主体 すべて 医療法人社団 金地病院

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 金地病院

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-01 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 トイレ

３階多機能WCに設置。

1 箇所 ✓
検討中であるものの、実施時期
については未確定。

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

正面玄関付近への案内表示
の設置済み。 1 箇所 平成２９年度以前に設置済み。

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

みずほ銀行尾久支店HPの設
備情報に掲載。 1 箇所 ✓

4
駐車場・駐
輪場

駐車場および駐輪場は、お客さま動
線に交錯しない位置に配置。身障者
用駐車場は、専用通路で入店できる
よう設置済み。

1 箇所 ✓
カラーコーンの設置により出入
口付近の駐輪を防止。

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

定期的なハートフル研修実
施、職員の意識・知識向上を
促進、サポート体制を構築。

1 回/年 ✓

6
人的対応・
こころのバ
リアフリー

３Ｆ多機能トイレは施設利用
に制約がある人を優先的に案
内徹底。

― ― ✓

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法 事業実施前年度に予算調整のもと調達を行います。

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

3.掲載HP　https://shop.www.mizuhobank.co.jp/b/mizuho/info/BA339173/
4.写真　（写真左側に駐輪場、その右に身障者用駐車場、その奥に専用出入り口あり）

事業内容

フラッシュライト等の設置

わかりやすい案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

当店舗ビルは平成15年（築14年）、建設当時「東京都福祉のまちづくり条例」に則って建設された建物である。みず
ほ銀行では、「年齢、性別、障害の有無などにかかわらず、誰にでも利用しやすい銀行」をめざして10年前より
「ハートフルプロジェクト」を推進している。当店も平成19年に多機能トイレを設置し、車いすの動線確保等の配慮
を心がけている。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端新町2-26-1

２．事業主体 すべて 株式会社みずほ銀行

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて みずほ銀行尾久支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-02 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
駐車場・駐
輪場

掲示物による周知

2 箇所 ✓

無人のATMコーナーへの運用変
更により、今後は、施設案内の
掲示により、ルールやマナーの
周知を図る。

2 その他設備

―

― ― 同上

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

―

― ― 同上

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

車いす使用者が利用しやすい記入台の設置

職員による案内やサポートの充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

当施設は平成30年6月25日（月）に区外の他拠点（板橋区板橋4-11-1）に移転した。現場所は無人のATMコーナーとし
て運用しており、有人窓口は無いため、特定事業の実施は見送ることとし、今後は施設案内の掲示により、ルールや
マナーの周知を図る。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川6-1-1

２．事業主体 すべて 株式会社三菱UFJ銀行

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 三菱UFJ 銀行滝野川支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-03 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 ✓

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

ホームページ店舗案内に情
報追加の検討 ― ― ✓ 本部への提案検討

3
人的対応・
こころのバ
リアフリー

サービス研修の実施

― ― ✓
本部にて手話、障害者対応研修
を実施しているので今後も継続
を必要とする。

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

窓口係や他の従業員による
利用者への呼びかけ ― ― ✓ 継続的実施

１．施設名、路線名 すべて 東日本銀行板橋駅前支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業

　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業

　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容

２．事業主体 すべて 株式会社東日本銀行

３．事業区間 道路管理者 ―

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川7-3-2-101

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
車いす使用者用トイレや駐車場は設置されていないが、施設の構造上、お客様用トイレの設置計画はない。今後はこ
ころと情報のバリアフリーの推進に努める。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など事業内容

案内図やわかりやすい案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑨-04 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 建物内通路

巡回により確認

1 箇所 ✓

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

ラック等に掲示

1 箇所

3
駐車場・駐
輪場

巡回により確認

1 箇所 ✓

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

毎年度4月に研修を実施

1 回/年 ✓

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

主要な通路は物や設備などで狭くならないよう配慮
（120㎝以上）

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

平成29年7月に新店舗リニューアルオープンした。改築により道路から出入口までのバリアフリー化や視覚障害者誘導
用ブロック、案内表示等の設置は完了している。今後は多様な利用者への適切な対応について職員の教育強化を図っ
ていく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川3-1-1

２．事業主体 すべて 株式会社きらぼし銀行

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて きらぼし銀行滝野川支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-05 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員に会議等で徹底

― ― ✓ 継続的に徹底

2
人的対応・
こころのバ
リアフリー

職員に会議等で徹底

― ― ✓ 継続的に徹底

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
ハード面においては建物の構造上・費用面から実施困難な項目が多い。今後は職員による人的対応を中心にソフト面
での充実を図っていきたい。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川6-3-1

２．事業主体 すべて 朝日信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 朝日信用金庫西巣鴨支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-06 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所 ✓

2 建物内通路 必要 箇所 ✓

3 上下移動 必要 箇所 ✓

4
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 ✓

5
案内設備・
情報のバリ
アフリー

― ― ✓

6
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 ✓

7
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 ✓

8
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 ✓

9
駐車場・駐
輪場

必要 箇所 ✓

10
駐車場・駐
輪場

見回りしています

― ― ✓

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具及び耳マークの設置

主要な設備等への点字表示

タブレット利用が可能である案内の表示

車いす使用者用駐車施設の設置及び案内表示

利用者などの駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導
用ブロックなどを遮らないよう配慮

事業内容

歩道上から建物内の案内施設まで連続した視覚障害
者誘導用ブロックの設置及び動線の明確化（道路管
理者と連携）

低い記入台の出入口周辺への移設

上下移動 階段の両側への２段手すりの設置及び段鼻
の強調

案内図やわかりやすい案内表示の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
多機能トイレやエレベーターは設置されていないが、大規模な整備が必要な事業については施設の建替時に検討す
る。その他の軽微な改修やソフト事業については、実施に向け検討を進めていく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川1-48-1

２．事業主体 すべて 東京東信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 東京東信用金庫滝野川支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11 その他設備 必要 箇所 ✓

12 その他設備 必要 箇所 ✓

13 その他設備 必要 箇所 ✓

14 その他設備 必要 箇所 ✓

15 その他設備 必要 箇所 ✓

16
人的対応・
こころのバ
リアフリー

誘導しています

― ― ✓

17
人的対応・
こころのバ
リアフリー

利用者への周知

― ― ✓

18
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓

施設利用のマナー・ルールの利用者への周知・啓発

営業時間外のＡＴＭ利用への人的支援の検討

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

視覚障害者誘導用ブロックの設置及び従業員による
連続的な誘導への配慮

電光表示や呼び出し受信機の導入

車いす使用者が利用できるＡＴＭの設置

車いす使用者に配慮したＡＴＭ周辺機器の再配置

ＡＴＭ周辺機器への点字表示

車いす使用者が利用できる両替機の設置



番号： 建築物⑨-07 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

店舗入口からATM内に誘導
ﾏｯﾄを敷設 1 箇所 平成30年3月完了

2 上下移動

狭いらせん状の階段であ
り、当面は人的対応とした
い

1 箇所 ✓ 階段手摺設置工事検討

3 トイレ

顧客利用状況を確認しボタ
ンの設置を検討したい 1 箇所 ✓

トイレ個室狭く設置可能かどう
か含めて検討

4 トイレ

顧客利用状況を確認しボタ
ンの設置を検討したい 1 箇所 ✓

トイレ個室狭く設置可能かどう
か含めて検討

5
案内設備・
情報のバリ
アフリー

HP上にバリアフリー設備を
掲載予定 ― ― ✓

平成30年度中に予定
その後は整備状況にあわせて随
時更新

6
案内設備・
情報のバリ
アフリー

筆談用具を購入し設置した
い 1 個 ✓ 平成30年度中に予定

7
駐車場・駐
輪場

人的対応により配慮

― ― ✓
駐輪が誘導ブロックなどを遮ら
ないよう声かけ対応

8 その他設備

来店顧客の利用状況確認
当分は人的対応で配慮 必要 箇所 ✓

将来的に設置を検討　当面は人
的対応

9
人的対応・
こころのバ
リアフリー

高齢者対応・ユニバーサル
サービス研修により人的対
応の向上を行う

1 回/年 ✓
研修等で職員の意識向上、案内
やサポートを励行

10
人的対応・
こころのバ
リアフリー

同上 ― ― ✓
研修等で職員の意識向上、案内
やサポートを励行

職員による案内やサポートなどの対応の充実

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法 誘導マット敷設工事１７２，８００円（済）、筆談用具２,０００円ほど

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

ＷＥＢによる施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

電光表示や呼び出し受信機の導入

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

非常呼び出しボタンの設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

視覚障害者誘導用マットの設置

階段の両側への２段手すりの設置及び段鼻の強調

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

ハード面においては構造上・費用面から困難な項目が多い。店舗内はフラットなスペースが多いため、丁寧な対応や
ご案内など、ソフト面での充実を図っていきたい。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 中里2-21-3

２．事業主体 すべて 城北信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 城北信用金庫駒込支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑨-08 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

出入口とATM内が狭く誘導
ﾏｯﾄの設置困難の為、人的
対応としたい

当初誘導マットの設置を検討した
が、出入口とATM内が狭く設置困難
の為、人的対応に変更としたい

2 トイレ

顧客利用状況を確認しボタ
ンの設置を検討したい 1 箇所 ✓

トイレ個室狭く設置可能かどう
か含めて検討

3 トイレ

建物の構造上、トイレには
職員の立会いを要する　当
面は人的対応で可能

1 箇所 ✓
トイレには事務室内を通る為、
職員の同行が必要であり、照明
等も案内時に人的対応可

4 トイレ

顧客利用状況を確認しボタ
ンの設置を検討したい 1 箇所 ✓

トイレ個室狭く設置可能かどう
か含めて検討

5
案内設備・
情報のバリ
アフリー

HP上にバリアフリー設備を
掲載予定 ― ― ✓

平成30年度中に予定
その後は整備状況にあわせて随
時更新

6
案内設備・
情報のバリ
アフリー

筆談用具を購入し設置した
い 1 個 ✓ 平成30年度中に予定

7
駐車場・駐
輪場

人的対応により配慮

― ― ✓
専用駐輪場があり、自転車は入
口前に置かないように声掛け対
応

8
人的対応・
こころのバ
リアフリー

高齢者対応・ユニバーサル
サービス研修により人的対
応の向上を行う

1 回/年 ✓
研修等で職員の意識向上、案内
やサポートを励行

9
人的対応・
こころのバ
リアフリー

同上 ― ― ✓
研修等で職員の意識向上、案内
やサポートを励行

筆談用具２,０００円ほど

ＷＥＢによる施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックな
どを遮らないよう配慮

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

事業内容

視覚障害者誘導用マットの設置

ＪＩＳ規格に適合したボタン配置への変更

フラッシュライト等の設置

非常呼び出しボタンの設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
ハード面においては構造上・費用面から困難な項目が多い。サービス介助士１級のロビーウーマンを中心に、丁寧な
対応やご案内など、ソフト面での充実を図っていきたい。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 昭和町2-8-1

２．事業主体 すべて 城北信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 城北信用金庫尾久駅前支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等



番号： 建築物⑨-09 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

正面入口から歩道手前まで
視覚障害者誘導用ブロック
を設置。

1 箇所

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各店舗にパンフレットを置
いたり、ホームページ等で
の情報の提供。

1 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各店舗に筆談用具を設置
し、案内を表示する。 必要 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

顧客に対して案内やサポー
トなどの対応を行うよう指
導する。

― ― ✓
定期的な研修等の実施に向けて
検討中

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設利用のマナー・ルール
について、利用者への周
知・啓発を行う。

― ― ✓ 周知・啓発方法の検討施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

段差の解消及び歩道上から建物内の案内施設まで連
続した視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理
者と連携）

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
敷地境界部には段差があり、視覚障害者誘導用ブロックは設置されていない。駐車場も借地のため主体的な整備はで
きないが、配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリーを中心にバリアフリー化に取り組む。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端新町3-25-2

２．事業主体 すべて 瀧野川信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 瀧野川信用金庫本店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-10 地区： 上中里・尾久・西ケ原駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

正面入口から歩道手前まで
視覚障害者誘導用ブロック
を設置。

1 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各店舗にパンフレットを置
いたり、ホームページ等で
の情報の提供。

1 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各店舗に筆談用具を設置
し、案内を表示する。 必要 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

顧客に対して案内やサポー
トなどの対応を行うよう指
導する。

― ― ✓
定期的な研修等の実施に向けて
検討中

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設利用のマナー・ルール
について、利用者への周
知・啓発を行う。

― ― ✓ 周知・啓発方法の検討施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

段差の解消及び歩道上から建物内の案内施設まで連
続した視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理
者と連携）

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
店舗の出入口は十分な幅員が確保されているが、自動扉化はされていない。ハード整備による改修は構造上厳しいた
め、今後は配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリーを中心にバリアフリー化に取り組む。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 西ケ原2-45-12

２．事業主体 すべて 瀧野川信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 瀧野川信用金庫西ヶ原支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-11 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

正面入口から歩道手前まで
視覚障害者誘導用ブロック
を設置。

1 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各店舗にパンフレットを置
いたり、ホームページ等で
の情報の提供。

1 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

各店舗に筆談用具を設置
し、案内を表示する。 必要 箇所 ✓ 実施に向けて検討中

4
人的対応・
こころのバ
リアフリー

顧客に対して案内やサポー
トなどの対応を行うよう指
導する。

― ― ✓
定期的な研修等の実施に向けて
検討中

5
人的対応・
こころのバ
リアフリー

施設利用のマナー・ルール
について、利用者への周
知・啓発を行う。

― ― ✓ 周知・啓発方法の検討施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

段差の解消及び歩道上から建物内の案内施設まで連
続した視覚障害者誘導用ブロックの設置（道路管理
者と連携）

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

筆談用具の設置及び案内の表示

職員による案内やサポートなどの対応の充実

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

店舗の出入口は十分な幅員が確保されているが、自動扉化はされていない。また、借地の来客用駐車場の表示が劣化
して読み取れない状況になっている。今後は、配慮事項を踏まえ、こころと情報のバリアフリーを中心にバリアフ
リー化に取り組む。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 田端1-13-11

２．事業主体 すべて 瀧野川信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 瀧野川信用金庫田端支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑨-12 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

歩道から正面出入口に視覚
障害用誘導用ブロックの設
置

1 箇所 ✓

2
案内設備・
情報のバリ
アフリー

正面入り口付近に設置

1 箇所 ✓

3
案内設備・
情報のバリ
アフリー

ＨＰ等に表示する。

― ― ✓

4
案内設備・
情報のバリ
アフリー

正面入り口付近に設置

1 箇所 ✓

5
案内設備・
情報のバリ
アフリー

筆談ボードが設置済みであ
るカウンターに耳マークを
設置する。

1 箇所 実施時期は検討中。

6
人的対応・
こころのバ
リアフリー

適宜職員研修を実施

必要 回/年 ✓

音声案内及び触知案内図の設置

耳マークの設置

職員による案内やサポートなどの対応の充実

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

事業内容

歩道上から建物内の案内施設まで連続した視覚障害
者誘導用ブロックの設置（道路管理者と連携）

案内図やわかりやすい案内表示の設置

パンフレットやＷＥＢ等による
施設のバリアフリー関連情報の提供

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
車いす使用者用トイレなど構造上整備できないものもあるが、出入口の段差解消等、お客様に使いやすい店舗つくり
を心掛けている。今後はこころと情報のバリアフリーに関する事業を中心に推進していく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川7-5-7

２．事業主体 すべて 巣鴨信用金庫

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて 巣鴨信用金庫板橋駅前支店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



番号： 建築物⑩-01 地区： 板橋駅・石神井川南周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1 建物内通路 必要 箇所 ✓ 幅員確保は、出来ています

2 上下移動 必要 箇所 なし　　３０年度予定なし

3 トイレ 必要 箇所 〃

4 トイレ 必要 箇所 〃

5 トイレ 必要 箇所 〃

6 トイレ 必要 箇所 〃

7 トイレ 必要 箇所 〃

8
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 〃

9
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 〃

10
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 〃

非常呼び出しボタンの設置

一般トイレの扉の改修

独立した車いす使用者用トイレの設置

案内図の設置

だれでもトイレの設備に整合した案内表示の設置

案内図前の不要物の撤去

事業内容

主要な通路での十分な幅員の確保（120ｃｍ以上）

エレベーターの点字表示の設置位置の見直し

低い位置への荷物台の設置

フラッシュライト等の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて
エレベーターやだれでもトイレが設置されているが、だれでもトイレは男性用トイレ内に男女共用設備として設置さ
れている。今後は案内設備などの軽微な改修やソフト事業を中心にバリアフリー化を推進する。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可
詳細な事業内容

規模 実施時期 実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 滝野川7-23-1

２．事業主体 すべて 株式会社コモディイイダ

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて コモディイイダ 滝野川店

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



11
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 〃

12
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 表示設置済

13
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 〃

14
駐車場・駐
輪場

― ― ✓ 通路確保済　誘導ブロックなし

15
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓ 対応済

16
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓ 〃

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

お客様駐車場のうち、店舗に近い駐車スペースに身障者優先の案内を掲出しております

利用者への施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

わかりやすい案内表示の設置

関係者以外立入禁止（3階）の表示

車いす貸出の案内表示の移設

駐輪が出入口や通路、視覚障害者誘導用ブロックを
遮らないよう配慮

従業員による案内やサポートなどの対応の充実



番号： 建築物⑪-01 地区： 田端・駒込駅周辺

事業実施状況

番号 項目 数量 単位 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38- 継続 検討中 順次

1
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所

点字ブロックの塗装を8/3に実
施済

2
出入口・
敷地内通路
（屋外）

必要 箇所

階段の段鼻の塗装を8/3に実施
済

3 トイレ 必要 箇所 スペース的に難しいと判断

4 トイレ 必要 箇所 年度内に実施予定

5 トイレ 必要 箇所 年度内に実施予定

6
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 アプリ【筆談アプリ】を導入済

7
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 ✓

8
案内設備・
情報のバリ
アフリー

必要 箇所 ✓

9 その他設備
ドアノックセンサー　ワイ
ヤレス音、衝撃センサー
受信機セット

必要 箇所 ✓ユニバーサルルームへのフラッシュライトの設置

詳細な事業内容
規模 実施時期

事業内容

実施に際し配慮すべき事項、
検討状況、変更点など

多機能トイレへの人感センサー照明の導入

筆談用具の設置及び案内の表示

多機能トイレの設備がわかる案内の表示

案内図やわかりやすい案内表示の設置

６．現状と移動等円滑化の
　　今後の方針

すべて

荷物台または荷物掛けの設置

北区バリアフリー基本構想【地区別構想 滝野川地区】※変更不可

視覚障害者誘導用ブロックの改修
（ＪＩＳ規格適合・輝度比の確保）

階段の段鼻の強調

オストメイト対応設備や乳幼児用設備の設置

ホテル利用のお客様（レストラン・宿泊）以外の利用は基本的にはご遠慮頂いている。車いすや障がいのあるお客様
の利用は２ヶ月に１件程であり、要介助者単独での来館はほぼない。20年前の建物で、ハード面で現在の移動等円滑
化基準に適合していない箇所が多々あるが、ソフト面で可能な限りの対応を行っている。ソフト面の対応が満足にで
きる様、サービス介助士の資格取得の補助を会社全体で進めている。今後の大規模の改装が未定の為、費用のかかる
部分は中長期的な対応になってしまうが、多機能トイレの荷物台設置等、比較的簡易にできる部分は積極的に進めて
いく。

７．事業計画及び事業実施状況 事業計画の内容

４．道路延長（ｍ） 道路管理者 ―

５．所在地 建築物所有者・管理者等 東田端1-17-20

２．事業主体 すべて 日本ホテル株式会社

３．事業区間 道路管理者 ―

１．施設名、路線名 すべて ホテルメッツ田端

【進捗管理シート】建築物特定事業計画
特定事業等の実施時期
　[短期]平成30年度～平成32年度に実施する事業　[中期]平成33年度～平成37年度に実施する事業
　[長期]平成38年度以降に実施する事業　[継続]継続的に実施する事業
　[検討中]実施に向けて検討する事業　 [順次]順次実施する事業

項目 該当事業者 内容



10 その他設備 必要 箇所 ✓

11 その他設備 必要 箇所 ✓

12
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓

13
人的対応・
こころのバ
リアフリー

― ― ✓

膝上記帳台の設置

職員による案内やサポートなどの対応の充実

施設利用のマナー・ルールの周知・啓発

８．実施に必要な資金の額及びその調達方法

９．その他
現況写真/整備状況写真/上記以外の実施事業や予定事業/コメント等

1・2：事業実施後の写真

車いすの貸出案内の表示


